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毎年度、ビジョンに掲げる各
項目の進捗管理はもとより、
多様な主体による取組状況
を一体的に整理

ホームページ等で推進状況
を広く公表するなど、各主体
間で共有し、それぞれの取
組へ反映

北海道のめざす姿と優先課題・対応方向

優先課題 対応方向

Ⅰ あらゆる人々が将来の安全・
安心を実感できる社会の形成

◆ 医療・保健・福祉の充実 ◆ 災害に強い地域づくりとバックアップ機能の発揮
◆ 平和な社会づくりの推進 ◆ 安心して働ける環境づくりの推進
◆ 人々が互いに尊重し合う社会づくりの推進

Ⅲ 北海道の価値と強みを
活かした持続可能な経済成長

◆ 持続可能な農林水産業の推進 ◆ 地域産業の創造やイノベーションの創出
◆ 中小・小規模企業の振興
◆ 海外成長力の取り込みや多彩な地域資源の活用による持続的な経済の発展

Ⅳ 未来を担う人づくり
◆ 子ども・青少年の確かな成長を支える環境づくりの推進
◆ 地域や産業を担う人材の育成・確保
◆ 男女平等参画・女性が活躍できる社会づくりの推進

Ⅴ 持続可能で
個性あふれる地域づくり

◆ 様々な連携で支え合う地域づくりの推進
◆ 北海道独自の歴史・文化の継承やスポーツの振興
◆ 国際協力や多文化共生の推進 ◆ 社会・経済を支える持続可能なインフラ整備の推進

Ⅱ 環境・エネルギー先進地
「北海道」の実現

◆ 豊かな自然と生物多様性の保全の推進
◆ 地球環境保全の推進 ◆ 持続可能な生産と消費の推進
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北海道ＳＤＧｓ推進ビジョンの推進管理



多様な主体の取組例

優先課題Ⅰ あらゆる人々が将来の安全・安心を実感できる社会の形成

関連する道内の取組例 ※記載しているゴールは、取組に関連する主なゴール

道の取組例及び参考となる指標

リコージャパン株式会社（札幌市）

地域社会やコミュニティ内でお互いに助け合う仕
組みや環境づくりを行い、『自助』、『共助』を強化。
賛同企業の社有車やオフィスに『シェアする防災
セット』を導入頂き、有事の際は社員のみならず、
周りの困っている方々とも分け合う環境づくり

◆共助の輪プロジェクト

「継続的な健康意識がウェルネス向上につなが
る」との考えのもと、年複数回開催や早期広報、
スタンプカードによる継続参加、内容の工夫によ
る参加促進の4つをテーマとして実施。リピー
ター率や事前認知率が向上し、地域住民の健康
意識醸成に寄与

◆「無料で健康チェック！」を実施

カドルソフトリー株式会社（札幌市）

地域の福祉機関や学校と連携し、児童虐待の予
防や子育てのストレス軽減策を共有
安心して気持ちを話せる時間や空間を確保し、心
に寄り添った対応
職員研修として虐待防止研修を定期的に実施

◆子ども達の笑顔を守る虐待ゼロの絆づくり

北海道大学サステイナビリティ推進
機構SDGs事業推進部門（札幌市）

調整中

安心して働ける
環境づくりの推進

災害に強い地域づくり
とバックアップ機能の
発揮

医療・保健・福祉
の充実

平和な社会づくり
の推進

人々が互いに尊重し合
う社会づくりの推進

道の取組例及び参考となる指標

ドクターヘリやメディカルウィングによ
る搬送体制や休日夜間救急患者の診
療体制を確保するとともに、救命救急
センターの運営を支援

○参考となる指標
全道の医療施設に従事する医師数
（人口10万人当たり）
→目標値：全国平均値

※2024年の全国平均値267.4人

実績値：262.8人（2024年）

飲酒運転根絶を実現するため、関係機
関・団体と連携して決起大会を開催し
たほか、飲酒が身体に及ぼす影響等を
啓発するための児童・生徒向けパンフ
レットを作成し、配布

○参考となる指標
交通事故死者数
→目標値：134人以下（2025年）
実績値：129人 （2025年）

人権施策基本方針に掲げる12分野
に関連した人権配慮の取組を行って
いる道内企業等の登録・紹介や、性
の多様性をテーマとしたセミナーな
どを実施

○参考となる指標
人権侵犯事件数（人口10万人当た
り）
→目標値：6.9件 （2032年）
実績値：6.4件 （2024年）

北海道地域防災マスター認定研修を通
じて、地域の防災リーダー育成を図る
とともに、自主防災組織カバー率の低
い市町村への働きかけを行うなど、自
主防災組織の結成促進に向けた取組
を実施

○参考となる指標
自主防災組織活動カバー率
→目標値：87.7% （2033年度）
実績値：80.3% （2025年度）

働き方改革等に関する地域の中小
企業等の相談対応の強化を図るた
め、各（総合）振興局等に窓口を設
置し、職員や専門家による相談対
応を実施

○参考となる指標
就業率
→目標値：各年において前年よりも上昇

※2024年の実績値58.2%

実績値：58.4% （2025年）



多様な主体の取組例

優先課題Ⅱ 環境・エネルギー先進地「北海道」の実現

関連する道内の取組例 ※記載しているゴールは、取組に関連する主なゴール

道の取組例及び参考となる指標

遠軽信用金庫（遠軽町）

当金庫役職員と家族が町有林で植樹活動を実施。
当金庫と遠軽町が締結した協定に基づき、R５年
度～Ｒ８年度まで毎年植樹を行い、植樹後の下刈
り等を含め、R12年３月まで整備を実施。整備す
る森林は「えんしんの森」と名付け、CO2の吸収
力が高いクリーンラーチを約2,050本を植樹

◆環境保全活動「植樹活動」の実施

HRMホールディングスグループ（北見市ほか）

3社共有の破砕施設を運用し、工事で発生したア
スファルト廃材を破砕し、再生骨材を製造。再生
骨材は路盤材や再生アスファルトコンクリートと
して再利用。また、汚泥中間処理施設を運用し、
道路函渠清掃や下水道管清掃で発生した汚泥の
最終処分量を削減

◆産業廃棄物及びCO2排出量の削減

北海道科学大学（札幌市）

大学実験棟屋上に太陽光発電システムを設置し、
実験棟内の電気系統で利用。また、非常時の電源
確保を目的に電気自動車（リーフ）等の蓄電池を
配置。

◆太陽光発電・蓄電システムの配置

豊かな自然と生物多様性の
保全の推進

大気・水環境など地域の環境を良好な状態に維持するととも
に、環境悪化の未然防止を図るため、常時監視や事業場への
立入検査、監視・指導を実施

○参考となる指標
環境基準達成率
→目標値：＜大気汚染＞100% （2030年度）

＜水質汚濁＞ 100% （2030年度）
実績値：＜大気汚染＞100% （2022年度）

＜水質汚濁＞90.5% （2023年度）

地球環境保全の推進

「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、脱炭素型ライフスタイ
ル・ビジネススタイルへの転換を促進するため、道民の皆様や
事業者の皆様に対して、できることからゼロカーボンの取組を
一緒に実践していく「ゼロカーボン北海道チャレンジ！」を呼
びかけるとともに、家庭からのCO2排出量を見える化するア
プリ「北海道ゼロチャレ！家計簿」の運用・普及啓発などの取
組を実施
○参考となる指標
温室効果ガス排出量
→目標値：3,788万t-CO₂ （2030年度）
実績値：4,859万t-CO₂ （2022年度）

持続可能な生産と消費の推進

３R（リユース・リデュース・リサイクル）の醸成を図るため、ハ
ンドブックを作成・公開するとともに、３R推進月間である10
月を中心に、３R推進キャンペーンとしてごみ減量やリサイク
ルに関するパネル展の実施など各種啓発イベントを実施

○参考となる指標
循環利用率
→目標値：17.0%以上（2025年度）
実績値：15.7% （2017年度）



多様な主体の取組例

優先課題Ⅲ 北海道の価値と強みを活かした持続可能な経済成長

関連する道内の取組例 ※記載しているゴールは、取組に関連する主なゴール

道の取組例及び参考となる指標

株式会社AgReturn（美瑛町）

鷹栖町特産トマトジュース製造で廃棄されていた
完熟トマトの切り落としを活用し、水を使わない
レトルトカレーを開発。半年で3,400袋を販売し、
地域資源を活かしたフードロス削減とCO₂抑制
に貢献

◆廃棄されるトマトジュースの端材を活用し
たレトルト食品の開発

株式会社大望（幕別町）

地球環境に配慮し、廃棄物の削減や環境配慮型
製品を取り入れた商品を開発・販売。今までは廃
棄されていた「とうもろこしの芯」や「かぼちゃの
ワタ」なども一緒にフレークにした「まるごとかぼ
ちゃフレーク」と「まるごととうもろこしフレーク」
の2種類を開発・販売

◆地球環境保全を目指した商品開発・販売

山藤三陽工業株式会社（札幌市）

単に植樹体験のみではなく富良野自然塾のプロ
グラムと合わせ「五感を使って楽しみながら地球
や自然を学べる」体験型のプログラムとして実施。
SDGs活動に関心が高いクライアントやパート
ナー企業と合同で3社 計11名が参加

◆「植樹・間伐ツアー」企画実施

持続可能な
農林水産業の推進

スマート農業技術の着実な普及拡大に向けた、技術情
報の発信やＩＣＴ農作業機実践研修等を通じた人材育成
のほか、市町村段階での取組体制の構築促進や導入へ
の支援を実施

○参考となる指標
農業産出額（暦年）
→目標値：13,600億円（2030年）
実績値：13,478億円（2023年）

次世代自動車関連産業など新分野への参
入に向け、技術力強化、販路拡大や人材育
成を支援するとともに、企業の生産性向
上に向けて、AI・IoT・ロボット等のデジタ
ル技術導入に係る研修会等を実施

○参考となる指標
製造業の付加価値生産性
→目標値：1,301万円（2031年）
実績値：1,054万円（202３年）

起業者への指導助言や起業に要する費用
への支援のほか、中小企業の経営力強化
や事業承継を支援するため、各事業者の
経営課題に応じた、専門家派遣による経
営指導・助言を実施

○参考となる指標
開業率
→目標値：5.9% （2032年度）
実績値：3.4% （2024年度）

生産の安定化や北海道ブランドの浸透・市
場拡大などの基本戦略に加え、特定の品目
に偏らず、品目の拡大と拡大していく手立
てとなる付加価値の高い商品づくりを進め、
道産食品の輸出拡大に向けた取組を推進

○参考となる指標
道産食品輸出額
→目標値：1,650億円（2031年度）
実績値：1,507億円（2023年度）

地域産業の創造や
イノベーションの創出

海外成長力の取り込みや
多彩な地域資源の活用に
よる持続可能な経済の発展

中小・小規模企業の振興



多様な主体の取組例

優先課題Ⅳ 未来を担う人づくり

道の取組例及び参考となる指標

関連する道内の取組例 ※記載しているゴールは、取組に関連する主なゴール

新太平洋建設株式会社（札幌市）

女性技術者を増やすため、パンフレットやホーム
ページで女性の活躍状況を紹介しているほか、女
性職員による現場安全パトロールを実施。女性目
線による５S（整理･整頓･清潔･清掃･しつけ）活動
を推進

NPO法人日本自治ACADEMY（下川町）

道内の子どもたちが郷土愛を育み、学習機会と
して活用できるよう、毎年オリジナルマップを制
作し、全道の小学３年生約45,000名へ無償配
布する事業を展開。また、「でっかい北海道遺産
マップパネルをすべての公立中学校に飾ろう」事
業を実施し、応募のあった30校に贈呈

◆「でっかい北海道遺産マップパネルをすべ
ての公立中学校に飾ろう！」事業

◆ジェンダー平等の達成と女性職員の活躍
の強化

国際協力出前講座として、開発途上国で活動して
きたJICA海外協力隊経験者やJICA職員を講師
として教育機関などへ派遣し、活動していた国や、
生活事情など現地の様子を共有し、国際協力に
ついて考える講座を実施

JICA北海道（札幌市）

◆開発教育/国際理解教育

子ども・青少年の確かな成長を支える
環境づくりの推進

小学校体育専科教員等による課題校への訪問指導の実施、全
道14管内における中学校体育授業改善推進教員や学識経験
者を講師とした中学校授業実践・改善セミナーの実施及び小
学校体育専科教員・エキスパート教員や中学校体育授業改善
推進教員の授業実践動画の公開による好事例の普及啓発を
実施
○参考となる指標
児童生徒の体力・運動能力の状況
→目標値：全国平均値以上 ※50以上
実績値：＜小学校＞男子50.0 女子49.5 （2025年度）

＜中学校＞男子48.8 女子47.6 （2025年度）

男女平等参画・女性が
活躍できる社会づくりの推進

地域や産業を担う人材の育成・確保

産業人材の育成・確保に向け、若年者・離転職者・障がいのあ
る方等に対するMONOテクや障害者職業能力開発校での職
業訓練をはじめ、民間教育訓練機関を活用した委託訓練の実
施、事業主団体が行う事業内訓練への支援など、地域の実情
に応じた職業能力開発を推進

○参考となる指標
就業率（再掲）
→目標値：各年において前年よりも上昇

※2024年の実績値58.2%
実績値：58.4% （2025年）

男女平等参画を推進する「北海道立女性プラザ」の設置･運営を通
した学習機会の提供や、相談事業の実施のほか、女性活躍推進の
ためのセミナーや女性の起業を促すためのイベント等を開催する
など、「第３次北海道男女平等参画基本計画」に基づく女性の活躍
推進に向けた取組を実施

○参考となる指標
女性（25～34歳）の就業率
→目標値：82.5% （2033年）
実績値：84.3% （2024年）

全てのゴール



多様な主体の取組例

優先課題Ⅴ 持続可能で個性あふれる地域づくり

関連する道内の取組例 ※記載しているゴールは、取組に関連する主なゴール

道の取組例及び参考となる指標

松前町

松前版SDGsチャレンジアクションの実現に向け、
町民一人ひとりができる取組を話し合い、実行ま
で伴走支援を実施。令和7年度からは、地域の道
立高校の探究学習におけるテーマ設定や検討を
町民が支援し、世代を超えた地域連携を推進

◆松前版SDGs みんなで新たなチャレンジ
作戦会議

株式会社アシスト企画（札幌市）

地域の皆様に「暮らしをもっと楽しく、ワクワクす
る機会を提供したい」という想いのもと、ものづ
くりワークショップを開催。また、地域イベントと
してアシストマルシェを開催し、就労支援施設で
製作している雑貨等の販売、お子様が楽しめる催
しや食の提供等を実施

◆地域のつながりを作るワークショップ＆
マルシェの実施

ゼロカーボン／カーボンニュートラルを広く知る・
学ぶ機会として、地域の子ども・子育て世代向け
にイベントを実施。GX、DXやSTEAM教育も
テーマに、eスポーツ大会や参加型・体験型ブー
スでゼロカーボンやSDGsの学びの機会を創出

◆岩内町ゼロカーボンフェスタ２０２５

岩内町

様々な連携で支え合う
地域づくりの推進

道内市町村や集落支援員の活動を支援す
るため、地域運営組織の活動事例などの
情報共有や意見交換等を実施。
また、集落実態調査等により集落の現状
や課題を把握

○参考となる指標
集落対策を実施している市町村
→目標値：集落がある全市町村（176市町村）

（2027年度）
実績値： 157市町村 （2023年度）

北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）
に基づき、すべての道有施設を対象とした
維持管理・更新等の実施状況を把握・点検
し、庁内外へ共有

○参考となる指標
個別施設ごとの長寿命化計画策定率（交通、
上下水道等、公園等、治水、農林水産施設、建
物等）
→目標値：100％を維持（2025年度）
実績値：100％ （2024年度）

道内にある貴重な文化財の価値を正しく理解し、後世
に守り伝えていくため、調査や保存・整備・修理だけで
はなく、各美術館等における展覧会開催や学校教育活
動での活用の支援などにより、文化財に親しむ機会の
提供や多様な情報発信を実施

○参考となる指標
国及び北海道が指定する文化財の数
→目標値：341件（2022年度）
実績値：348件（2024年度）

在住外国人からの生活や就労等に関する
様々な暮らしの相談に多言語で対応する「北
海道外国人相談センター」を運営し、多くの利
用者からの相談にきめ細かく対応するなど、
外国人が安心して就労・生活することのでき
る環境づくりを推進

○参考となる指標
外国人居住者数
→目標値：68,491人（2032年）
実績値：67,484人（2024年）

北海道独自の歴史・文化
の継承やスポーツの振興

国際協力や多文化共生の推進
社会・経済を支える
持続可能なインフラ
整備の推進



番号 ゴールの内容 番号 ゴールの内容 番号 ゴールの内容

あらゆる場所のあらゆる
形態の貧困を終わらせる

すべての人々の、安価かつ信
頼できる持続可能な近代的エ
ネルギーへのアクセスを確保
する

気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる

飢餓を終わらせ、食料安
全保障及び栄養改善を
実現し、持続可能な農業
を促進する

包摂的かつ持続可能な経済成
長及びすべての人々の完全か
つ生産的な雇用と働きがいの
ある人間らしい雇用を促進す
る

持続可能な開発のために海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な
形で利用する

あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を
確保し、福祉を促進する

強靱なインフラ構築、包摂的か
つ持続可能な産業化の促進及
びイノベーションの推進を図る

陸域生態系の保護、回復、持続可
能な利用の推進、持続可能な森
林の経営、砂漠化への対処、なら
びに土地の劣化の阻止・回復及
び生物多様性の損失を阻止する

すべての人に包摂的かつ
公正な質の高い教育を
確保し、生涯学習の機会
を促進する

各国内及び各国間の不平等を
是正する

持続可能な開発のための平和で
包摂的な社会を促進し、すべて
の人々に司法へのアクセスを提
供し、あらゆるレベルにおいて効
果的で説明責任のある包摂的な
制度を構築する

ジェンダー平等を達成し、
すべての女性及び女児の
能力強化を行う

包摂的で安全かつ強靱で持続
可能な都市及び人間居住を実
現する

持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

すべての人々の水と衛生
の利用可能性と持続可
能な管理を確保する

持続可能な生産消費形態を確
保する

SDGｓのゴール


